
ト
な
ど
を
中
心

に
、
加
工
食
品

や
冷
凍
食
品
な

ど
を
配
送
す
る

拠
点
に
な
り
ま

す
。

　

今
後
は
、
惣

菜
・
豆
腐
製
造

工
場
な
ど
も
、

静
岡
総
合
セ
ン

タ
ー
内
に
建
設

さ
れ
る
予
定
で

す
。

あ･ら･か･る･と市政
　

初
倉
の
阪
本
地
区
に
バ
ロ
ー
が
移
転
・
操
業

問
商
工
課 

☎
３
６-

７
１
２
５

　

食
品
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
「
㈱
バ
ロ
ー
」

（
本
部
・
岐
阜
県
多
治
見
市
）
が
、
初
倉
地

区
阪
本
の
谷
口
工
業
用
地
（
敷
地
面
積
約

４
万
６
６
０
０
㎡
）
に
建
設
を
進
め
て
い
た

静
岡
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に
「
物
流
セ
ン
タ
ー
」

が
完
成
し
、
６
月
18
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

物
流
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て
（
一

部
２
階
建
て
）
で
、
延
べ
床
面
積
は
約

１
万
６
４
０
０
㎡
。
冷
凍
庫
や
ド
ラ
イ
倉
庫

な
ど
を
備
え
、
県
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

問
商
工
課 

☎
３
６-

７
１
６
４

　

市
で
は
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
実
施
中
の
７

月
１
日
か
ら
10
月
14
日
ま
で
の
予
定
で
、
市

役
所
本
庁
舎
と
島
田
図
書
館
、
こ
ど
も
館
の

女
性
職
員
が
「
島
田
帯
シ
ャ
ツ
」
を
着
用
し
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

島
田
帯
シ
ャ
ツ
は
、
市
内
事
業
者
と
島
田

商
工
会
議
所
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
開
発

し
た
製
品
で
す
。
浴
衣
地
の
シ
ャ
ツ
の
襟
元

や
胸
元
に
、
西
陣
織
の
帯
生
地
を
あ
し
ら
っ

た
「
帯
の
ま
ち
島
田
」
ら
し
い
仕
上
が
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
製
造
と
販
売
は
、
島
田
帯

シ
ャ
ツ
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
が
行
い
、
縫
製
の

一
部
を
市
内
の
障
害
者
支
援
施
設
で
行
う
な

ど
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
の
一
面
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
、
島
田
信
用
金
庫
の
皆
さ
ん

も
、
本
店
と
七
丁
目
支
店
で
帯
シ
ャ
ツ
を
着

用
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
は
、
向

谷
・
島
田
北
支
店
と
六
合
本
店
で
も
着
用
す

る
な
ど
し
て
、
10
月
に
開
催
さ
れ
る
島
田
大

祭
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
「
島
田
帯
シ
ャ
ツ
」
で
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
中

 　

田
代
の
郷
温
泉
「
伊
太
和
里
の
湯
」
入
館
者
数
実
績

　

 

㈱
川
根
町
温
泉 

経
営
状
況
報
告

問
観
光
課 

☎
３
６-

７
２
４
４

問
㈱
川
根
町
温
泉 

☎
５
３-

４
３
３
０

　

島
田
市
「
川
根
町
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
」

の
指
定
管
理
者
で
あ
る
㈱
川
根
町
温
泉
か

ら
、
平
成
24
年
度
の
決
算
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
温
泉
】

平
成
24
年
度 

ふ
れ
あ
い
の
泉
の
利
用
状
況

　

入
館
者
数
、
売
上
高
と
も
に
、
前
年
度
を

上
回
り
ま
し
た
。
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
入
館

者
に
、
歯
止
め
が
か
か
り
ま
し
た
。

【
コ
テ
ー
ジ
】

平
成
24
年
度 

ふ
れ
あ
い
コ
テ
ー
ジ
の
利
用
状
況

　

コ
テ
ー
ジ
の
稼
働
率
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
同
様
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ
ム

の
導
入
効
果
に
よ
り
、
高
い
稼
働
率
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

項
目

平
成
24
年
度

対
前
年
比

営
業
日
数

３
４
９
日

２
日
減

入
館
者
数

32
万
８
６
５
２
人

1.7
％
増

１
日
平
均

９
４
１
人

21
人
増

売
上
高

５
億
３
４
９
４
万

４
６
９
９
円

1.6
％
増

項
目

平
成
24
年
度

対
前
年
比

営
業
日
数

３
６
１
日

１
日
減

利
用
棟
数

３
０
０
０
棟

24
棟
減

稼
働
率

83
・
１
％

0.4
％
減

項目 入館者数

平成 24 年 4 月 16,014 人

5 月 17,514 人

6 月 15,622 人

7 月 15,749 人

8 月 18,720 人

9 月 16,514 人

10 月 17,035 人

11 月 15,350 人

12 月 16,779 人

平成 25 年 1 月 21,040 人

2 月 17,856 人

3 月 17,230 人

平成 24 年度計 205,423 人

平成 23 年度計 202,388 人

営業日数／ 311日
1 日平均入館者数／ 661 人
1 日最高入館者実績
　1,737人（H24.10.8）
累計／750,989人（H25.3.31）

問
観
光
課 

☎
３
６-

７
２
４
４

問
伊
太
和
里
の
湯 

☎
３
３-

１
１
４
８

　

田
代
の
郷
温
泉
「
伊
太
和
里
の
湯
」
平
成

24
年
度
入
館
者
数
実
績
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
８
月
営
業
日
の
お
知
ら
せ
】

　

伊
太
和
里
の
湯
は
、
８
月
の
お
盆
の
期
間

中
、
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。
８
月
の
休
館
日
は
、
５
日
・

19
日
・
26
日
の
月
曜
日
で
す
。

【伊太和里の湯 入館者実績】

島
田
信
用
金
庫

市
役
所
ロ
ビ
ー
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緩
和
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

国
際
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て
笹
間
地
区
に
穴
窯
が
完
成

　

世
界
農
業
遺
産
「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

問
文
化
課 

☎
４
６-

２
３
４
４

　

６
月
15
日
、山
村
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー
「
さ

さ
ま
」
に
陶
芸
窯
の
穴
窯
が
完
成
し
、
火
入

れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
穴
窯
は
、
入
口
の
高
さ
約
89
㎝
、
幅

1.1
ｍ
、
奥
行
き
4.1
ｍ
。
11
月
に
開
催
さ
れ

る
「
第
２
回 

国
際
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
さ
さ
ま
」
に
向
け
て
、
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
道
川
省
三
さ

ん
や
国
内
外
の
陶
芸
家
の
協
力
を
得
て
、
制

作
し
た
も
の
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ホ
タ
ル
が
舞
う
笹
間

に
ち
な
み
、
こ
の
穴
窯
を
「
ほ
た
る
窯
」
と

問
農
政
課 

☎
３
６-

７
１
６
８

　

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
静
岡
の

茶
草
場
農
法
」
の
今
後
の
活
用
方
法
な
ど
を

検
討
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
６
月
29
日
に
島

田
市
お
茶
の
郷
で
茶
業
関
係
者
ら
約
１
８
０

人
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所

の
稲い

な
が
き垣

栄ひ
で
ひ
ろ洋

上
席
研
究
員
が
基
調
講
演
を
行

い
「
先
進
的
な
農
業
の
中
で
、
良
質
な
茶
を

生
産
す
る
と
い
う
農
業
生
産
性
と
、
特
別
な

場
所
で
な
く
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
生
物
多

様
性
が
守
ら
れ
、
共
存
し
て
い
る
こ
と
に
茶

草
場
の
価
値
が
あ
る
と
」
と
説
明
。
農
業
地

域
が
元
気
で
な
け
れ
ば
守
ら
れ
な
い
と
し
て
、

「
茶
の
都
、
静
岡
の
お
茶
へ
の
こ
だ
わ
り
を
世

界
へ
発
信
し
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
川
根
町
笹
間
地
区
で
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
の
茶
生
産
農
家
と
し
て
敷

名
付
け
ま
し
た
。
今
後
は
、
ほ
た
る
窯
を
活

用
し
、
定
期
的
に
陶
芸
教
室
を
開
催
す
る
な

ど
し
て
、
中
山
間
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
地

域
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

草
用
半
自
然
草
地
の
育
成
管
理
に
取
り
組
ん

で
い
る
種た

ね
も
と本

祥し
ょ
う
じ政

治
さ
ん
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
理
事
長
ら
が
、「
茶
草
場
農
法
の
保

全
と
活
用
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
掛
川
市
と
菊
川
市
、
牧
之
原
市
、

川
根
本
町
、
島
田

市
の
４
市
１
町

で
設
置
す
る
「
静

岡
の
茶
草
場
」
世

界
農
業
遺
産
推

進
協
議
会
で
は
、

茶
草
場
農
法
の

認
定
基
準
づ
く

り
な
ど
を
検
討

し
、
茶
草
場
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

JR東海道線

大井川

東海道新幹線

国道 150号

主要地方道
島田吉田線

東名高速道 吉田 IC

谷口橋
島田大橋

富士見橋

はばたき橋

六合駅

　

島
田
市
民
病
院
の
「
ま
ち
な
か
移
転
計
画
」
を
白
紙
に

　
「
は
ば
た
き
橋
」
が
８
月
３
日
に
開
通

問
政
策
推
進
課 

☎
３
６-

７
１
９
１

　

今
回
、
市
民
の
意
向
を
踏
ま
え
た
新
た
な

方
向
性
と
し
て
、
市
民
病
院
の
「
ま
ち
な
か

移
転
計
画
」
を
白
紙
に
し
、
新
病
院
の
規
模

や
建
設
時
期
、
建
設
地
な
ど
に
つ
い
て
も
見

直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
30
年
先
を
見
据
え
た
地
域
医
療

の
あ
り
方
を
市
民
の
皆
さ
ん
や
医
療
機
関
、

医
師
会
、
近
隣
市
町
な
ど
と
更
に
議
論
し
、

機
能
的
な
医
療
体
制
を
改
め
て
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
病
院
建
設
地
検
討
委
員
会
は
、

平
成
24
年
10
月
29
日
に
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

３
回
に
わ
た
り
、
ま
ち
な
か
集
積
医
療
基
本

問
建
設
課 

☎
３
６-

７
１
８
２

　

静
岡
県
が
平
成
11
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
き
た
「
は
ば
た
き
橋
」
を
含
む
主
要
地
方

道
島
田
吉
田
線
の
残
区
間
1.5
㎞
が
完
成
し
、

８
月
３
日
㈯
午
後
３
時
か
ら
供
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　
「
は
ば
た
き
橋
」
の
開
通
に
よ
り
、
国
道

１
５
０
号
「
富
士
見
橋
」
や
県
道
島
田
吉
田

線
「
谷
口
橋
」
の
交
通
量
の
分
散
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
周
辺
道
路
の
渋
滞

構
想
を
踏
ま
え
た
新
病
院
建
設
場
所
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の

計
画
を
白
紙
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
５
月
29

日
を
も
っ
て
、
委
員
会
を
廃
止
に
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
地
域
医
療
に
お
け
る

市
民
病
院
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
、
専

門
的
な
立
場
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
委
員
会
で
の
論
点
や
意
見
は
、
今
後
の

検
討
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。―

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

:http://w
w

w
.city.shim

ada.shizuoka.
jp/seisaku/kenntouiinkai.htm
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「ほたる窯」を製作する人たち

パネルディスカッション


